
　

２
月
17
日
・
18
日
の
２
日

間
、
第
33
回
桐
生
広
域
物
産
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
親

善
都
市
の
日
立
市
と
鳴
門
市
か

ら
の
出
展
を
含
め
55
店
が
出
展

し
、
食
品
や
工
芸
品
な
ど
が
販

売
さ
れ
、
同
時
開
催
の
第
56
回

桐
生
市
特
産
物
展
示
会
も
好
評

で
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

桐
生
市
に
は
、
１
３
０
０
年

の
織
物
の
歴
史
、
文
化
に
育
ま

れ
た
繊
維
製
品
や
特
徴
的
な
グ

ル
メ
が
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
紹
介
さ
れ
る
た
び
に
、
そ
の

知
名
度
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
群
馬
県
が
初
め
て
実
施
し

た
「
ぐ
ん
ま
の
お
み
や
げ
総
選

挙
」
で
は
、
桐
生
の
お
土
産

「
食
べ
る
と
幸
せ
に
な
れ
る
奇

跡
の
腑も
つ
に煮
」
が
４
位
に
入
賞
し
、

ま
す
ま
す
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
魅
力
あ
る
物
産
品
を

通
じ
て
「
織
都
桐
生
」
と
「
食

都
桐
生
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、
桐
生
市

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
情
報
発

信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３
市
合
同
広
域
観
光

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

まちの話題
　
２
月
３
日
（
土
）
に
、
賀
茂
神
社
（
広
沢
町
六
丁
目
）
で
御
篝
神

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
篝
神
事
は
、
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
、

毎
年
節
分
の
夜
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
い
装
束
に
身
を
包
ん
だ
御
篝
神
事
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
、
お
た

き
あ
げ
の
炎
を
は
さ
ん
で
向
か
い
合
い
、
無
病
息
災
の
願
い
を
込
め

て
、
火
の
つ
い
た
薪ま
き

を
振
り
回
し
な
が
ら
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
一

斉
に
高
く
投
げ
合
い
ま
し
た
。

　
薪
が
高
く
投
げ
ら
れ
る
た
び
に
火
の
粉
が
舞
い
散
り
、
大
勢
の
参

拝
客
や
見
物
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
２
月
６
日
（
火
）
に
東
京
・
銀
座
の
ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
」
で
、
桐
生
市
主
催
に
よ
る
前
橋
市
、
足
利
市

と
の
「
３
市
合
同
広
域
観
光
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

首
都
圏
か
ら
の
観
光
誘
客
と
３
市
へ
の
周
遊
観
光
促
進
を
目
的

に
、
桐
生
市
と
前
橋
市
の
自
然
環
境
を
生
か
し
た
「
赤
城
山
観
光
振

興
事
業
」
、
桐
生
市
と
足
利
市
の
日
本
遺
産
を
核
と
し
た
「
ヘ
リ
テ

ー
ジ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
産
業
遺
産
を
活
か
し
た
観
光
振
興
）
事
業
」
に

つ
い
て
、
３
市
長
が
自
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
マ
ス
コ

ミ
や
旅
行
業
者
へ
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
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